
第２回 宮古市中心市街地拠点施設市民検討委員会 

 

日時 平成２７年７月３１日（金） 

午後３時 

場所 宮古市役所 ６階 大ホール 

 

 

次     第 

 

１ 開会 

２ 議題 

 （１）「宮古市中心市街地拠点施設建設・基本設計（案）」について 

 （２）「中心市街地拠点施設整備事業・市民アンケート調査」について 

（３）「宮古市庁舎跡地活用に関する基本構想（案）」について 

 

  ３ その他 

４ 閉会 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

次回以降の開催予定 

 

〔第３回〕 

  日時：平成２７年９月２日（水）午後２時 

  場所：シートピアなあど ２階 研修ホール 

〔第４回〕 

  日時：平成２７年１０月９日（金）午前９時３０分 

  場所：シートピアなあど ２階 研修ホール 

〔第５回〕 

日時：平成２７年１１月２７日（金）午後３時 

  場所：宮古市役所 ６階 大ホール（予定） 



１ 「宮古市中心市街地拠点施設建設・基本設計（案）」について 

（１）業務委託の契約状況など 

〔宮古市中心市街地拠点施設建設基本設計業務委託〕 

①請負者名 株式会社久米設計 東北支社 

仙台市青葉区中央三丁目１０番１９号 

②請負金額 ７９，９２０，０００円（税込）  

③契約締結日 平成２７年６月５日

④履行期間  平成２７年６月６日から平成２７年１１月６日まで 

⑤業務内容  建築総合・構造・電気設備・機械設備基本設計に関する標準業務、 

地質調査業務、電波障害調査、オフィスレイアウト計画、関連手 

続き、会議・説明会の開催支援 他 

※ 契約者の選定経緯（公募型プロポーザル方式により契約候補者を選定） 

 ※ ２次選考の結果 

最優秀提案者 ㈱久米設計東北支社（Ｂ社） 

次席提案者  ㈱梓設計東北事務所（Ｄ社） 

〔関連業務：宮古市中心市街地拠点施設建設管理支援業務委託〕 

①請負者名  株式会社三菱地所設計 東北支店 

仙台市青葉区一番町二丁目 4 番 1 号 

②請負金額  ２５，９２０，０００円（税込） 

③契約締結日 平成２７年７月 1７日

④履行期間  平成２７年７月１８日から平成２８年３月１８日まで 

⑤業務内容  (1)基本設計マネジメント業務

設計内容の検討支援、施工スケジュールの提案、工事予算の 

検討、基本設計成果品の検収支援 

 (2)工事発注・契約支援業務 

  工事発注方式の決定支援、契約条件に関する資料作成、施工 

者選定資料の作成、施工者選定支援 

※ 契約者の選定経緯（公募型プロポーザル方式により契約候補者を選定） 

 ※ ２次選考の結果 

最優秀提案者 ㈱三菱地所設計東北支店（Ａ社） 

次席提案者  ㈱山下ピー・エム・コンサルタント（Ｃ社） 

（２）基本設計（案）の概要について 
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来訪者用駐車場
防災市民広場（雨天利用可）

広い間口

施設エントランスロビー

本庁舎

保健

施設全方向への
視認性が高い

来訪者Ｐ

駐輪

駐輪

スタッフ・サービス支援
被災者
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01 利用者視点を重視した階層構成

南北方向への
横断移動をスムーズ化

駐車場はまとめて確保して広場（防災広場）と一
体化することで災害時に自由度の高い区分利用
を可能とします。駐車場、防災広場、施設エント
ランスを一体化して、途切れることのないオープ
ンスペースを作り、人、物の迅速な移動を可能に
し、視認性を高めた相互連携協力を強化します。

防災広場を中心に扇状に施設を配置することで
、広場から施設内の様子が全て把握出来る施設
構成とします。
内外で活動する現場スタッフの視認性と意思疎
通効果を高め、動線の単純化と最短化による効
率的な災害支援を実現します。

敷地の特殊な接道状況を考慮し、敷地外周に緊
急車両通行帯を設けることで、国道側の入口が
寸断されても、迂回ルートで西側道路からのア
クセスが可能です。建物全周からの車両寄付き
支援サービスを実現します。

・

・

・

・

・

駅前広場に通じる自由通路（避難連絡ブリッジ）
の延長線上に施設利用者動線を集中させます。
敷地南北へのスムーズで見通しよい日常通行路
によって、災害時の避難がしやすくなります。

01

02

03

04

施設＋広場＋駐車場の一体整備

災害支援効果を高める連続空間

敷地内の外周路を整備

自由通路を日常動線化

②複合化する３つの施設メリットを最大限発揮する建物配置
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センター

保健
センター

庁舎

近隣 近隣
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保健センター分棟メリット

階層構成イメージ

駐車場＋防災市民広場
災害時の一体利用で、
作業効率性は絶大。

離隔距離
隣接するパチンコ店から
距離をとることで、周囲の
障害物をなくし、眺望を
阻害しない施設配置。
パチンコ店の背面日影部
分に建物を配置しない。

外観計画
あらゆる場所からの景観を考慮した
正方形型庁舎。
長短の壁面がないため、全方位の
眺望がよく、災害時にも宮古市の
状況が把握しやすい形態。

防災市民広場
雨に濡れない市民開
放半屋外スペース。
サークル活動の利用
もＯＫ。

野外通行デッキ
24 時間開放通路。室内の活
動状況を見ながらの通行。
テラスデッキとしての利用時
は両端出入口部を閉鎖。

駅前広場への自然な人の流れ
賑わいを駅前広場へ効果的
に誘導する自由通路の提案。
形状に関しては設計段階で関
係機関と十分な協議を行い決
定する。

低層に抑えた活力創出拠点
２階建てとして、高齢者や子供の
利用に配慮。周辺建物高さに合わ
せることで、日影やビル風を低減。
屋上部分は面積が大きいため、津
波の際の避難スペースに利用。

北側のデッキ屋上広場
植栽が生育しにくい北側は、デッ
キテラスとして、維持管理を軽減。
屋根の軽量化で耐震性が向上。
遊具を点在配置で、子供が遊ぶ姿
が駅前広場へ賑わいを伝える。

自由通路
駅前広場

防災展示学習館
展示物が電車や駅からも
よく見える。

議場

防災対策室

海鳥が空に向かい、翼を広げて羽ばたこうとする姿。
震災の記憶を語り継ぎながら、希望ある未来に向かう、
全国の規範となる複合施設型防災庁舎を提案します。 市本庁舎

保健センター

防災・地域活力創出拠点施設

桜並木

1・2階に市民利用頻度の高い窓口を集
約、３階に特別職エリアと防災対策室
を配置、4・5階を全て執務エリア、最上
階の6階に議会を配置します。

保健センター機能の一部は本庁舎との
1棟化によるボリュームの巨大化を避
け、日当たり良い南側に低層分棟配置
することで、日影やビル風低減効果を
高め、近隣環境へ配慮します。
みやこモールと近接配置することで、違
う利用者同士の交流促進を図ります。
独立化で、利用時間帯を分けた利用も
可能になります。

01 利用者視点を重視した階層構成

①みやこモールに隣接する、わかりやすい窓口配置・安全安心な暮らしを支える元気生活応援拠点

プロポーザル技術提案書（抜粋）

駅前広場

1Fへ

1Fへ

1Fへ

本庁舎本庁舎 みやこモールみやこモール

保健センター保健センター

防災・地域活力
創出拠点施設
防災・地域活力
創出拠点施設

自由通路の延長上に市役所窓口や市民活動の
場を見合わせ対面式に連続配置します。利用者
の往来を増やして場の賑わいを作り、通行する
人々の関心や興味を誘う仕掛けを作ります。
各諸室はガラス仕切りにより、視認性を高め、市
民の利用状況がよく見える計画とします。
可動仕切りやカーテンを使い、利用したい分だ
け、スペースを自由に区画できるようにして、市
民が自主的に運用出来る活動の場を作ります。
「賑わいを建物の中で完結させない」こととし、
市民活動の場が室内から室外へ、「みやこモー
ル」から、駅前広場へと自然と誘導できる、活動
軸を賑わい創出計画の中心に据えます。

・

・

・

05 駅前広場に賑わいを誘導する橋施設

線路を挟んで南北と繋ぐ賑わい相乗効果

被災者関連車輌専用
臨時駐車スペース

支援車輌専用
臨時駐車スペース

防災・地域活力創出拠点施設
駅前広場に近い場所に配置して、
賑わいの相互連携を図る。
ホールを中心に、避難所の中心エ
リアとする。
ホールは線路から奥まって配置する
ことで、電車の震動や騒音に配慮。
備蓄倉庫を隣接配置。

保健センター
日当たりよい南面に配置。
西側住宅に配慮して、低層ボリュー
ムとし、建物を正対させず、角度をつ
けて配置することで圧迫感を低減。
緩衝帯として周囲に十分な植栽を
設け、静かな環境を整備。

防災市民広場２
救援車両の待機スペース。
被災者の長期滞在も想定し、洗濯
物干し、仮設風呂設置、炊き出しな
ど、避難者のプライベートバックア
ップスペースとして活用。

市本庁舎（災害対策本部機能）
災害時にも周囲の状況が把握しや
すい施設全体の中央に配置。
駅前広場や海側に対する眺望がよ
く、シンボル性の高い景観を形成。

自由通路と庁舎施設
自由通路の延長上に施設を連ね、
動線の単純化と明確化を図り、駅
前広場への自然な流れを作り出す
施設配置構成。

防災市民広場１（雨に濡れない）
建物下の半屋外スペース。
災害時の臨時受付業務や雨天
時の野外活動に機動力を発揮。
植栽は移動式プランターとし、
災害時利用に支障を与えない。

線路沿い緑化
先の震災で亡くなった人への慰
霊の意味を込め、桜並木を整備。

周回緊急車両通行帯
設備機器が稼動しない場合で
も、災害応急活動に支障を与え
ない良好な室内環境の維持。 駅前広場

防災市民
広場

出逢い橋

連携

連携

連携

連携

一時待機
スペース

支援サービス動線

移動式プランター

駐車場

支援車輌
専用入口

支援車輌動線

被災者関連車輌
専用入口

被災者関連車輌動線

避難者歩行動線

（臨時）

（臨時）

凡例

機材

三陸鉄道宮古駅

JR宮古駅

駐輪場

車庫

駐輪場

車寄せ
（救援物資ストックヤード）

備蓄

歩道整備

隣接する飲食店との互助連携
災害時における臨時通行路の確
保と食糧支援協力体制の協議。

庁舎施設への日照
隣接するパチンコ店の影に隠
れることなく、日照を確保し、対
面する圧迫感を解消した施設
配置。

パチンコ遊興施設

線路

敷地全体配置計画のイメージ

※プロポーザルは設計者を選定するために実施したものであり、
     技術提案書がそのまま設計案となるものではありません。
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H27.7.31　復興推進課　市街地施設推進室

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

大工程

主な
検討項目

◆
委
員
会
①

◆
委
員
会
②

◆
委
員
会
③

◆
委
員
会
④

◆
委
員
会
⑤

第１回：５月１５日
第２回：７月３１日
第３回：９月　２日
第４回１０月　９日
第５回１１月２７日

◆
パ
ブ
コ
メ

◆
市
民
説
明
会

市民アンケート
　６月２３日配布、７月８日までの回収
　１０月１５日号広報みやこ、結果報告

◆
予
算
議
決

◆
全
協
説
明

◆
予
算
議
決

4月臨時議会：ＣＭ業務委託料の予算議決
9月議会：全協経過説明
12月議会：実施設計費・工事請負費の予算計
上

議会・予算関係

市民検討
委員会

市民参画
（アンケート・
市民説明会等）

平成２７年度　業務工程表

業務内容 備　　　　　考10 11 12 1 2 3

平成27年度

9
4

○仕上げ表
○工事費積算書
○パース
○概要版

○成果品まとめ

5

その他の業務等

8

○与条件整理
○ヒアリング

○建築一般図
　配置図・平面図・立面図等
○構造計画
○電気設備計画
○機械設備計画
○各室レイアウト

6 7

基本設計

ステップ１ ステップ２ ステップ３ 最終調整

建設管理支援業務（発注者支援業務）契約手続

契約手続

契約手続
設計・

施工

市民アンケート調査

地質調査
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２ 「中心市街地拠点施設整備事業・市民アンケート調査」について 

（１）実施概要 

目的：事業の検討及び実施のため、事業の認知度や関心度、市民意向などを把握 

方法：18 歳以上の市民を対象に、住民基本台帳から無作為に抽出した 3,000 人 

へ「調査票」の配付を郵送する。 

内容：現施設の利用状況、事業の認知度、新施設の利用意向やニーズ、中心市街 

地の活性化、市庁舎跡地の利活用など 

期間：平成２７年６月２３日から平成２７年７月８日まで 

（２）集計速報と今後の予定 

集計結果 

※「市民アンケート調査報告書（速報）」・・・資料１ 

今後の予定 

集計・分析（８月） 

市民向けに公表を行うため概要版を作成、結果公表（９月） 

（「広報みやこ」掲載は１０月） 

３ 「宮古市庁舎跡地活用に関する基本構想（案）」について・・・資料２ 
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１　計画検討の背景

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期

基本構想

基本計画等

■宮古市庁舎跡地活用に関する検討及び計画の概要と全体スケジュール（案）

　市庁舎は、市にとって最も重要な公共施設であり、その移転は、市民や事業者にとって重
大な関心事である。とりわけ、本庁舎及び分庁舎は中心市街地に位置していることから、
移転後の「跡地の有効活用」は極めて重要な意味を有している。「宮古市中心市街地拠点
施設整備事業・基本計画」（平成27年3月25日策定）では、「市庁舎跡地の利活用」を重要
な課題の一つとして整理したが、今後、その方向性を検討して計画を立案し実施しようとす
るものである。

　本年度は、市民ワークショップと市民アンケート調査（8月下旬に集計予定）により市民
ニーズを把握し、それに基づき、跡地の利活用に向けた基本理念や諸条件、計画の進め
方、概算事業費をまとめた「宮古市庁舎跡地活用に関する基本構想」（仮称）を策定する予
定である。市民検討委員会や庁内整備検討委員会での検討を踏まえ、市議会向けに、適
時、説明していく。
　平成28年度には、「基本構想」で示す計画の方向性や概算事業費を基本とし、より具体
的な計画内容をまとめる「基本計画」を策定するため、専門性を持ったコンサルタントへの
委託業務の発注を検討し、同時にさらに詳細な市民ニーズの把握に努める。平成29年度
には、庁舎の解体を含めた跡地活用の設計業務を進め、平成30年度中の解体工事、平成
31年度の整備等工事、平成32年度の供用開始を目指すものである。

平成32年度

（平成27年7月現在）

２　推進スケジュール

＜跡地活用＞
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

解体工事 跡地拠点

供用開始

整備等工事基本計画 実施設計

分庁舎

本庁舎
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